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兵庫県看護連盟の皆さま、こんにちは。いつも温かくお支えいただき心より感謝を申し
上げます。

新型コロナウィルス感染症の対応については、いのちの最前線で緊迫する時間が続いて
いるなか、会員の皆様の多大なるご貢献に心から敬意を表しますとともに深く感謝を申し
上げます。
皆様から寄せられた現場の声と御要望は、自民党看護問題対策議員連盟メンバーで関係各所に働きかけ、看護職

の安全な就業環境の確保と手厚い報酬の担保、広域調整システム構築の補助、保育･介護等家族への支援を含む就
業継続支援など様々な事業が実施されております。

看護学生など医療関係職種等の各学校における実習等の弾力的な運用や
特別措置についても対応しております。新たな生活様式が実践されていく
中、長期戦に備え万全の準備が必要です。東京オリンピック・パラリン
ピック実行本部の役員としても、来年開催に向け様々な対策を講じて準備
を進めております。コロナからの復活五輪・震災復興五輪として、歓喜溢
れる大会の開催を心待ちに、苦難を乗り越えてまいりましょう。

これからも皆様に実感していただける看護政策が発信されるよう、がん
ばってまいりますので御指導くださいますよう宜しくお願い申し上げます。

参議院議員 たかがい 恵美子

西村大臣へ申し入れ

参議院議員 石田 まさひろ
兵庫県看護連盟のみなさま、日頃よりご支援を賜りありがとうございます。
医療の現場、介護の現場、そして家庭においても未だ新型コロナウイルスと戦い、疲労

の中絶え間のない不安な日々をお過ごしになられていると思います。
今年はこれまで、新型コロナウイルスの対応に追われる日々でした。現場から多くの声を

いただき、課題の解決と看護職のみなさまのために少しでも力になれるよう活動し続けてまいりました。
その結果、第二次補正予算では、看護職への慰労金給付をはじめ、病院への補助金、医療用マスクなどの調達強

化、通院に必要な地域公共交通の感染防止対策補助金等を実現することができました。さらに、訪問看護ステー
ションなど中小企業等の資金繰り支援強化や産休前妊婦の休業補償、看護師養成のための学内演習用シミュレー
ター等の貸与も行うことになりました。
そして、大切なことは感染の拡大を抑え、死者をいかに減らすか。日本の医療にとって、国民を守るために重要

な局面は続きます。兵庫県民の健康は、兵庫県看護連盟の会員のみなさまが持つ看護の力により守られています。
私も、国政の場で日本の医療を守るため引き続き活動を続けて参りますので、力を合わせ看護の力でこの未曽有の
危機を乗り越えていきましょう。

本会議質問（新型コロナウイルス、

オリンピック・パラリンピック）
ニッポン放送Voice of Worker

厚生労働委員会
（コロナ社会保障・労働問題）

省庁からの
オンラインレクチャー

兵庫県看護連盟通常総会によせて
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令和２年度
兵庫県看護連盟通常総会

日 時 ︓令和２年7月18日（土）14︓00～15︓00       会 場︓ラッセホール
当日参加者数︓53名（会員︓27名 ・議長︓2名 ・役員、支部長︓24名）
委任状 ︓5,450名（6月4日現在会員数︓5,659名）

受付で検温

ソーシャルディスタンスを取った会場

退任の役員・支部長のみなさまお疲れ様でした︕

青年部岡山幹事による
「♯ありがとうにありがとう」のビデオ上映

北播・栄宏会
笹野支部長による綱領宣言

兵庫県看護連盟通常総会は、新型コロナウイルスの感染拡大が懸念される折、参加人数、時間を縮小し開催しました。
参加人数に関しては、100名に対し1名の参加者を各地区で割り振りし選出して頂くと共に、会員の皆様からは委任状を頂
き、また参加者には総会要綱を事前に送付しご意見を頂いた為、報告事項、審議事項共にスムーズに可決成立しました。
ご出席頂くべきご来賓の方々からは、温かい祝辞や激励のメッセージを頂きました。
新役員、支部長も承認され新しいスローガン「届けよう看護の声を︕私たちの未来へ」のもと、心ひとつにして組織強化に
向け取り組んでいくことになりました。全員で唱和する綱領宣言は、感染防止の為、栄宏会支部笹野支部長に代表して宣言
して頂きました。
会場の外では、青年部岡山幹事により日本看護連盟青年部活性委員会作成の「♯ありがとうにありがとう」のビデオが上映
され、総会前のひととき心に響くメッセージでした。
異例づくめの総会でしたが感染対策を十分考慮し無事終了しました。

新役員・支部長のみなさまよろしくお願いします︕
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副会長 清水 久美子

この度、副会長の任務を仰せつかりました。
正直、果たして私で務まるのか不安でいっぱいです。
東播支部の役員は長く経験しておりますが、会長・副会長・幹事長の皆様の指示のもとでの活動で
すので責任の大きさが異なります。
淡路島という狭い地域での勤務経験しかなく、果たして副会長としての重責が担えるのか、阪神
地区や神戸地区のような兵庫県内での中心地区からの選出が望ましいのではないか、私より若くて
適任者がおられる・・など、様々な思いが不安を大きくしております。ですが、お引き受けした限
り、看護職の多くの先輩方が本当に少しずつ積み上げてきて下さった連盟活動を、今度は私がこつ
こつと積み上げて、後輩たちに残せるように出来たらいいと考えるようになりました。

COVID－19の若い世代の感染者数が増加しており第2波への不安が日々高まっています。医療現
場では、特に看護職が頑張っていますが、看護職の体制整備や健康管理の課題がたくさんあります。
また、高齢者人口の増加から2025年・2050年に向けた地域包括ケアの対応についても、さらなる
看護職の活躍が期待されています。そのためには、看護職が安心して働き続けられる職場環境の整
備が必要であり、現場の課題や問題点を国政に届けることが必要です。組織の代表である4人の看
護職議員に、現場の現状・問題を届けて職場環境の改善や体制整備を実現していく必要があります。
微力ながら支部活動の支援を行っていきたいと思います。
どうぞよろしくお願い申し上げます。

この度、神戸東部支部幹事を務めさせていただくことになりました。
以前阪神南支部で幹事を務めさせていただいていました。組織が変われば取り組む課題も変わり

ます。神戸東部支部の現状をしっかりと把握し、課題解決に向けて取り組みたいと思っています。
新型コロナウイルス感染症の拡大、まん延の長期化により、医療崩壊の懸念また現場の医療従事

者の疲弊が高まっています。まだまだ看護職の働く環境は過酷であり、働き続けられる環境とは言
えないのが現状です。看護師が元気に働き続けるためには、政治の力が不可欠です。看護職が一致
団結して、国政に看護職を送り続けられるように取り組みたいと思います。どうぞよろしくお願い
します。

このたび、清水幹事の後任を身の引き締まる思いで引き継ぎました。
平成19年（淡路支部）発足にあたり、不安、緊張の中、支部長の任務を受けました。小さな支部

でしたが、多くの人との出会いに支えられ、助けられながら活動ができました。
また、その過程での気付き、学びも多く、感謝、そして楽しく貴重な時を過ごしました。
この思いは、これからの活動にも大切にしていきたいと思います。
昨今の状況下、連盟活動も制限されますが、多くの先輩・仲間たちが築いてきた看護連盟東播地

区の歩みを振り返り、目標達成に少しでも大きく繋いでいきたいと思います。
各支部長・会員みんなで「今年の目標」達成を目指します。
東播地区は、地理的な問題もありますが、新しい仲間を増やし、組織強化・元気な東播地区づく

りへの役割を果たしていきたいと思います。

今回のコロナウイルスの脅威の中で、看護職の皆様方は本当に頑張られました。同じ看護職の私からも心から「ありが
とう」と何度も何度でも言わせて頂きたいです。
このような大変な現場で頑張って下さっている方々のお役に立てるように、微力ではございますが、皆様のご協力をい
ただきながら副会長として取り組んでまいります。どうぞよろしくお願いいたします。

阪神北幹事 角谷 智子

神戸東部幹事 齊野 尚美

東播幹事・支部長兼任 船越 純子

新役員・支部長の紹介
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この度、兵庫医大支部支部長を務めさせていただくことになりました。
世界中を新型コロナウイルス感染症が猛威を振るい、日本の医療体制にも大きな変化をもたらせてい

ます。この激動している医療現場を守り、医療崩壊をくい止めなければなりません。今こそ看護職全体
の団結が必要です。

そのためは、一人でも多くの看護連盟会員を増員し、国民の健康と福祉の向上のため、看護制度改革
と労働条件の改善のために活動しなければなりません。新支部長となり、看護連盟の役割を改めて認識
し、支部長としての役割が遂行できるよう努めてまいります。

兵庫医大支部には、これからの看護職を担ってくれる若い会員が大勢います。これからの看護職の未
来がとても明るく、やりがいのある職業となるよう、私自身も連携活動を明るく、楽しく取り組みます。

この度、東播地区、東播西部支部長を務めさせて頂くことになりました。
長年、看護連盟の会員ではありましたが、看護連盟の活動については初心者です。今は不安な気持ち

で一杯ですが、一から勉強させて頂きたいと思っております。
看護職ひとり一人が看護連盟の活動に興味を示し、理解して頂き参加する人を増やしていけるよう活

動を行っていきたいと思っております。また、私たちが安心して安全に医療現場で働き続けられるよう
労働環境や職場環境を整え、病院に勤務する看護職だけでなく、地域で働く看護職の声を届けるという
役割も担っていきたいと思っております。

兵庫県看護連盟会長、副会長を始め、幹事、支部長の方々のご指導、ご支援を賜りながら、看護連盟
の活動を盛り上げていきたいと考えております。精一杯務めさせて頂きますので、何卒よろしくお願い
いたします。

この度、北播支部の支部長を務めさせていただくことになりました。支部長としての責務を果たすこ
とができるか不安ではありますが、チームワークの良さをモットーとする支部役員の皆様のお力を借り、
また諸先輩方のご指導を賜りながら精一杯努めて参ります。

新型コロナウィルスに毅然と立ち向かう看護職の姿に、社会からの関心が高まっている中、国政にお
られる私たちの代表が看護職を守るためにどのように声を挙げ、どのような施策が生まれたか等々、現
実の実践活動における連盟の意義を伝えながら、看護連盟への関心を高め、仲間を増やしていきたいと
思っております。兵庫県看護連盟の打ち出された方針をしっかりと支部で展開していくこと、さらには
北播における看護職が抱える問題やニーズに向き合い、看護連盟としてできることを模索しながら、小
さな一歩を出し続けていきたいと思っております。どうぞよろしくお願いいたします。

この度、支部長を務めさせていただくことになりました。
私自身は、看護連盟の会員になり、研修会や総会に参加することで看護連盟の活動の理解が確実

に深まり、活動の重要性を理解できました。看護連盟からの情報提供や研修参加の働きかけを行い、
皆様の関心と理解を深めれるように働きかけをします。看護職が元気に働き続けられる職場環境の
改善と看護の未来のために皆様と足並みを揃えて活動していきます。

看護連盟は、看護協会の提言する看護政策の実現のために看護職の代表を国政に送ります。看護
の現場を理解する人材を国政に送らなければ、看護職に対する労働環境が整備されません。

看護連盟のスローガンである「届けよう看護の声を︕私たちの未来へ」を実現に向け、諸先輩方
にご指導いただきながら実現に向け努めてまいります。よろしくお願いいたします。

この度、西播支部長を務めさせていただくことになりました。
これまでは会員として、支部役員として連盟活動に参加させていただいておりましたが、今回から

支部長として活動させていただきます。私自身、何をどう行動していけばいいのか全く分かっていな
いことを痛感しています。
西播支部は連盟会員数を増やすことを目標に、幹事・前支部長が、各施設訪問を行い連盟活動の趣

旨を説明し、理解して頂けるように活動してこられました。そして、地区の議員の方々との交流会に
も積極的に参加されていました。私自身どこまで前任者の趣旨を受け継ぎ、行動していけるか大変不
安ではありますが、支部役員の方々の協力を得ながら、目標達成できるよう努力してまいりますので
よろしくお願いいたします。

阪神南・兵庫医大支部長 溝渕 幸美

東播・東播西部支部長 牛尾 麻紀

北播支部長 丸岡 洋子

西播支部長 中野 美幸

西播・赤姫支部長 圓田 友美
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新型コロナウイルス（COVID-19）感染症が今もなお拡大を続ける中で、青年部の活動もまた、大きな被害を受
けました。委員会の開催はできなくなり、今はZOOMを用いてオンラインで運営しています。

今般の感染症に伴い、私たちは日々、医療や介護の現場を守るべく強い使命感を持ち、看護職として務めています。
危険と隣り合わせていることや、つらい事も多い中でしたが、そんな中でも喜びを感じる出来事がたくさんありまし
た。それは、医療や介護の現場を守る私たちに贈られた、多くの支援や感謝の言葉です。

そこで、日本看護連盟青年部活性化委員会ではみなさまに感謝に答えるプロジェクトを始動し「＃ありがとうにあ
りがとう」のメッセージを配信しました。 QRコードを添付いたしますので、是非ご覧ください。

日本看護連盟青年部活性化委員会 委員
兵庫県看護連盟ポリナビHyogo青年部 委員長 岡山 尭憲

私たちは看護師です。
患者さんを救いたい、生きる希望に寄り添いたい。
しかし、新型コロナウイルスは、
私たちの前に大きく立ちはだかっています。
大切な人を亡くした人もいます。
今まさにこの瞬間、病と闘う人もたくさんいます。
大切な人の最期に立ち会えない、面会もできない。
そんなご家族の想いも、痛いほど伝わりました。
そして、私たちもまた、自分自身や家族を危険に晒して
しまうかもしれない。
そうした不安をまだまだ毎日抱えています。
それでも、私たちには心の支えとなるものがありました。
外出自粛や学校の休校、手洗い、マスクにソーシャル
ディスタンス。
みなさんの多くの努力が、実を結び始めています。
医療関係者への感謝を、光に灯した「Light It Blue」、
力強い拍手で、背中を押してくれる「Friday Ovation」。

大変なのは私たちだけではないのに、とても温かい、
みなさんからの支えを感じました。
私たちは孤独じゃない
物資はまだ足りなくても、みなさんの感謝の気持ちが
私たちにはいっぱい届いています。
本当にありがとう
だから、私たちは負けない。
現実から目を背けず、この困難に向き合います。
私たち医療関係者にできること。
医療の最前線に立ち向かうこと。
決して希望を見失わず、患者さんや利用者さんの支えになる
こと。
明るい未来を、生活を、取り戻すことを私たちは諦めない。
私たちなら、乗り越えられます。
さあ、ともに歩もう。
ありがとうにありがとう

＃ありがとうにありがとう メッセージ

＃ありがとうにありがとう
Youtube動画➡

日本看護連盟青年部活性化委員会の活動
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